青明舎フェイスシート

平成20年12月22日　担当：三浦　理見　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　中居　松男　様　　　　　　　男・女　　昭和18年2月21日（65歳）

	
	〒 住　所　八戸市田面木神明沢16-1　コーポ流星B101　　電話090-6784-6136

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	－

	
	発症時期
	昭和42年（24歳頃）
	罹 患 期 間
	約39年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約23年

	医療機関
	青南病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	週1回（木曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（約10万円）

※家賃2万5千を引いた7.5万を毎月父から受け取る。

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	H13年1月10日
	身長
	158cm
	体重
	71kg

	最終学歴
	南部中学校　卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	月館牧場、黒田紙工、共振工業、トップクリーニング、江差家鉄工所、三旺調機（職親）

	保　護　者
	氏名　　中居　岩次郎　様　　　　　　続柄　父　　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

・健康を維持し、デイケアの通所を継続したい。

	入院・治療歴（初診S42年頃）

①S42年頃　　　　～S43年頃　　　　　　　　　入院　　　　　西ヶ平病院

②S44年　5月 19日～S44年 11月 10日　　　　入院　　　　　青南病院

③S45年　6月 24日～S51年　8月 22日　　　　入院　　　　　　〃

④S52年　7月　2日～H4年  10月  5日　　　　入院　　　　　　〃

⑤H14年 12月 20日～H15年　8月 21日　　　　入院　　　　　　〃

	生活歴

三戸郡南部町にて出生。２歳時、両親が離婚。実父とは生別しており、実父についてほとんど覚えていない。小学校５年の時、母は現在の父である岩次郎氏と再婚している。昭和３３年南部中学校卒業後、東京にある月舘牧場に就職する。その後、牧場を辞め、黒田紙工に就職し、２４歳時で発病・入院。その後帰郷し、当院にて入退院を繰り返している。平成９年４月青山荘に１回目の入所。入所中に社会適応訓練事業（三旺調機）を利用し、訓練終了後にパートとして勤務する。平成１２年３月青山荘を退所し、グループホームあおばに入所するが、服薬中断し、精神症状が再燃、平成１４年１２月２０日青南病院に入院となる。平成１５年７月頃より徐々に病状安定し、服薬に対して理解を示すようになる。本人・家族とも、将来は単身生活になるとの見通しで生活訓練を希望しているため、平成１５年８月２１日青山荘入所となる。平成１８年８月２０日に退所し、アパートで単身生活を行う。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

お盆、正月に本人は実家に帰っている。年金の通帳は父親が管理しており、月に一度父親と八戸駅で待ち合わせをして、アパート代を引いた7万5千円を貰っている。

母、弟や妹との交流はお盆や正月以外は殆どないと話す。両親は年金を貰い、弟が面倒を見ている。


平成20年12月22日（月）

	氏　名
	中居　松男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和18年2月21日（65歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続し自分らしい生活を送りたい。


	これまでの経過（前回評価日H19年12月13日）

	前回の支援内容
1 自炊内容と金銭管理について

単身生活も２年を経過し、青山荘退所から同じスタイルで金銭管理や自炊を行い、チェック表を用いて訪問時確認を行っている。依然、自炊内容については相変わらず１週間を通して似通ったメニューを繰り返し行っているが本人は満足している様子。金銭管理は特に問題なく行う事が出来ており、自分の趣味（切手収集）や余暇活動（コンサートや外食等）へも出費し楽しみを持ちながら、決められた範囲内での遣り繰りを行うことが出来ている。

2 異変時の対応について

以前より、女性スタッフに対して恋愛感情を抱く事や妄想発言等聞かれることもあったが、その後は安定し妄想発言は聞かれず、他者とトラブルなく過ごす事が出来ている。

【活動意欲の低下】

これまで、定期的に土日は青明舎へ来所し「昼食を作ろう」や「めちゃウマ」「映画研究会」への参加、その他行事に関しても積極的に参加していたものの、最近は疲れや眠気を理由に青明舎行事への参加に対して消極的な様子が窺える。11/12に開催された「あすなろ交流会」へも毎年のように参加希望し出席していたものの、今年は促しに対しても拒否が強く参加することが出来ずにいる。拒否の理由としては、外来受診時に主治医から加齢を理由に参加しなくても良いことを伝えられたことに対して反応し、頑なに参加を拒んでいた様子。夏期には毎年のように体力消耗や疲労感の訴えが多く聞かれていたものの、夏期を過ぎ、より活動意欲や活動力の低下が顕著となっている。5/8にレボトミン減薬（25㎎→5㎎）となっているものの、依然眠気の強さがあり、活動意欲の低下へと繋がっている。通所時も居眠りやぼんやりしていることが多く、自宅アパートでも気づけば居眠りしていることが多いと話す。また、12/17青明舎訪問前に電話連絡を行っているが、居眠りをしていたとのことで連絡がつかないことがある。夜間時の睡眠も十分に確保されているものの、それ以上に日中も時間があれば睡眠をとっている様子。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	活動意欲の向上
	· 本人の年齢や体力を考慮し、過度な促しがストレスや精神的負担とならぬよう配慮しながら活動参加を促す。

· 青明舎行事の他にも、本人の趣味や興味のあるものについて情報提供や話題にし、興味関心や活動意欲を高める。

· 友人を通して、行事参加を促すことで、活動に対する関心を高め参加へと繋げる。
	　3ヶ月

	病状変化への対応
	· 睡眠時間に対して、過度な眠気が活動の支障となる場合には主治医や外来へ情報提供し、服薬調整していただく。

· 表情や言動に常に着目し病状変化への対応を早急に行う。

· 訪問時に生活状況について確認。変化がある場合には各関係機関へ情報提供を行う。
	　3ヶ月


南部町在住





南部町在住　（86）





埼玉在住





南部町在住　（86）





本人2歳時に離婚





本人








